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Ⅵ-3-別添 3-2-1 溢水への配慮が必要な施設の強度計算の方針 
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1. 概要 

本資料は，「実用発電用原子炉及びその附属施設の

技術基準に関する規則」第 12 条及び第 54 条並びに

それらの「実用発電用原子炉及びその附属施設の技

術基準に関する規則の解釈」に適合する設計とする

ため，Ⅴ-1-1-9-5「溢水防護に関する施設の詳細設

計」に基づき設計する溢水防護に関する施設が，溢水

に対して構造健全性を有することを確認するための

強度計算方針について説明するものである。 

強度計算は，Ⅴ-1-1-9-1「溢水等による損傷防止の

基本方針」に示す適用規格を用いて実施する。 

 

各施設の具体的な計算の方法及び結果は，Ⅴ-3-別

添 3-2-2「水密扉の強度計算書（溢水）」，Ⅴ-3-別添

3-2-3「水密扉付止水堰の強度計算書」，Ⅴ-3-別添 3-

2-4「止水堰の強度計算書」，Ⅴ-3-別添 3-2-5「床ド

レンライン浸水防止治具の強度計算書（溢水）」，Ⅴ-

3-別添 3-2-6「貫通部止水処置の強度計算書（溢水）」

に示す。 

1. 概要 

本資料は，「実用発電用原子炉及びその附属施設の

技術基準に関する規則」第 12 条及び第 54 条並びにそ

れらの「実用発電用原子炉及びその附属施設の技術基

準に関する規則の解釈」に適合する設計とするため，

Ⅵ-1-1-9-5「溢水防護に関する施設の詳細設計」に基

づき設計する溢水防護に関する施設が，溢水に対して

構造健全性を有することを確認するための強度計算

方針について説明するものである。 

強度計算は，Ⅵ-1-1-9-1「溢水等による損傷防止の

基本方針」に示す適用規格を用いて実施する。 

 

「７号機設備，6,7 号機共用」及び「5,6,7 号機共

用」の水密扉と管理区域外伝播防止堰の強度計算に関

する説明は，令和 2 年 10 月 14 日付け原規規発第

2010147 号にて認可された柏崎刈羽原子力発電所第 7

号機の設計及び工事の計画の，Ⅴ-3-別添 3-2-2「水密

扉の強度計算書（溢水）」，Ⅴ-3-別添 3-2-4「止水堰の

強度計算書」による。 

 

 

 

 

・記載の適正化（図書番号相違による差異） 

 以降『・①』と表記する 

 

 

 

 

 

 

 

・記載の適正化 

（「７号機，および7号機に関わる共用設備について，

7号機設工認にて申請済み」の旨記載） 

 

 

 

 

   

 

 

  

 

2. 強度評価の基本方針  

強度評価は，「2.1 評価対象施設」に示す施設を対

象として，「4. 荷重及び荷重の組合せ並びに許容限

界」で示す溢水による荷重と組み合わすべき他の荷

重による組合せ荷重又は応力が許容限界内にあるこ

とを「5. 強度評価方法」に示す評価方法により，「6. 

適用規格」に示す適用規格を用いて確認する。 

2. 強度評価の基本方針  

強度評価は，「2.1 評価対象施設」に示す施設を対

象として，「4. 荷重及び荷重の組合せ並びに許容限

界」で示す溢水による荷重と組み合わすべき他の荷重

による組合せ荷重又は応力が許容限界内にあること

を「5. 強度評価方法」に示す評価方法により，「6. 

適用規格」に示す適用規格を用いて確認する。 

 

・差異なし 

   

 

 

2.1 評価対象施設 

Ⅴ-1-1-9-5「溢水防護に関する施設の詳細設計」

にて設定している溢水防護に関する施設を強度評

価の対象施設とし，表 2－1に示す。 

表 2－1では，強度評価の対象施設が，津波又は

2.1 評価対象施設 

Ⅵ-1-1-9-5「溢水防護に関する施設の詳細設計」

にて設定している溢水防護に関する施設を強度評

価の対象施設とし，表 2－1に示す。 

表 2－1 では，強度評価の対象施設が，津波又は

 

・① 
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溢水のどちらの事象を防護するための施設である

かを明確に示す。また，表 2－1 に示す施設のうち，

津波防護に係る浸水防止設備を兼ねるものは，溢

水事象の静水圧（屋外タンク破損による溢水及び

地下水）に，津波事象の荷重として余震荷重等を考

慮し強度評価することから，津波事象における強

度評価に包絡できるため，これらの計算書は，Ⅴ-

3-別添 3-1「津波への配慮が必要な施設の強度に関

する説明書」にて示す。 

 

 

表 2－1 強度計算の対象施設と防護する事象 

 

溢水のどちらの事象を防護するための施設である

かを明確に示す。また，表 2－1 に示す施設のうち，

津波防護に係る浸水防止設備を兼ねるものは，溢水

事象の静水圧（屋外タンク破損による溢水及び地下

水）に，津波事象の荷重として余震荷重等を考慮し

強度評価することから，津波事象における強度評価

に包絡できるため，これらの計算書は，Ⅵ-3-別添

3-1「津波への配慮が必要な施設の強度に関する説

明書」にて示す。 

 

 

表 2－1 強度計算の対象施設と防護する事象 

 

 

 

 

 

 

 

 

・① 

 

 

 

 

 

・設工認申請号機の違いによる差異 

 

   

 

 

2.2 評価方針  

溢水防護に係る施設は，Ⅴ-1-1-9-5「溢水防護

に関する施設の詳細設計」の「3. 要求機能及び

性能目標」で設定している構造強度設計上の性能

目標を達成するため，「2.1 評価対象施設」で分

2.2 評価方針  

溢水防護に係る施設は，Ⅵ-1-1-9-5「溢水防護

に関する施設の詳細設計」の「3. 要求機能及び

性能目標」で設定している構造強度設計上の性能

目標を達成するため，「2.1 評価対象施設」で分

 

・① 
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 類した施設ごとに，浸水防止に関する強度評価を

実施する。 

 

類した施設ごとに，浸水防止に関する強度評価を

実施する。 

 

 

3. 構造強度設計 

「2.1 評価対象施設」で設定されている施設が，

構造強度設計上の性能目標を達成するよう，Ⅴ-1-1-

9-5「溢水防護に関する施設の詳細設計」の「3. 要

求機能及び性能目標」で設定している各施設が有す

る機能を踏まえて，構造強度の設計方針を設定する。 

各施設の構造強度の設計方針を設定し，想定する

荷重及び荷重の組合せを設定し，それらの荷重に対

し，各施設の構造強度を維持するよう構造設計と評

価方針を設定する。 

3. 構造強度設計 

「2.1 評価対象施設」で設定されている施設が，

構造強度設計上の性能目標を達成するよう，Ⅵ-1-1-

9-5「溢水防護に関する施設の詳細設計」の「3. 要

求機能及び性能目標」で設定している各施設が有する

機能を踏まえて，構造強度の設計方針を設定する。 

各施設の構造強度の設計方針を設定し，想定する荷

重及び荷重の組合せを設定し，それらの荷重に対し，

各施設の構造強度を維持するよう構造設計と評価方

針を設定する。 

 

 

・① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.1 構造強度の設計方針 

Ⅴ-1-1-9-5「溢水防護に関する施設の詳細設計」

の「3. 要求機能及び性能目標」で設定している構

造強度上の性能目標を達成するための設計方針を

「2.1 評価対象施設」ごとに示す。  

 

(1) 水密扉  

水密扉は，Ⅴ-1-1-9-5「溢水防護に関する施設

の詳細設計」の「3. 要求機能及び性能目標」の

「3.1.3 性能目標」で設定している構造強度設

計上の性能目標を踏まえ，発生を想定する溢水

による静水圧荷重に対して，主要な構造部材が

構造健全性を維持する設計とする。 

 

 

(2) 水密扉付止水堰  

水密扉付止水堰は，Ⅴ-1-1-9-5「溢水防護に関

する施設の詳細設計」の「3. 要求機能及び性能

目標」の「3.1.3 性能目標」で設定している構

造強度設計上の性能目標を踏まえ，発生を想定

する溢水による静水圧荷重に対して，止水性の

維持を考慮して，主要な構造部材が構造健全性

3.1 構造強度の設計方針 

Ⅵ-1-1-9-5「溢水防護に関する施設の詳細設計」

の「3. 要求機能及び性能目標」で設定している構

造強度上の性能目標を達成するための設計方針を

「2.1 評価対象施設」ごとに示す。  

 

(1) 水密扉  

水密扉は，Ⅵ-1-1-9-5「溢水防護に関する施設

の詳細設計」の「3. 要求機能及び性能目標」の

「3.1.3 性能目標」で設定している構造強度設

計上の性能目標を踏まえ，発生を想定する溢水に

よる静水圧荷重に対して，主要な構造部材が構造

健全性を維持する設計とする。 

 

 

(2) 水密扉付止水堰  

水密扉付止水堰は，Ⅵ-1-1-9-5「溢水防護に関

する施設の詳細設計」の「3. 要求機能及び性能

目標」の「3.1.3 性能目標」で設定している構

造強度設計上の性能目標を踏まえ，発生を想定す

る溢水による静水圧荷重に対して，止水性の維持

を考慮して，主要な構造部材が構造健全性を維持

 

 

 

 

 

 

 

・① 
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を維持する設計とする。 

 

 

(3) 溢水伝播防止堰 

溢水伝播防止堰は，Ⅴ-1-1-9-5「溢水防護に関

する施設の詳細設計」の「3. 要求機能及び性能

目標」の「3.1.3 性能目標」で設定している構

造強度設計上の性能目標を踏まえ，発生を想定

する溢水による静水圧荷重に対して，止水性の

維持を考慮して，主要な構造部材が構造健全性

を維持する設計とする。 

 

(4) 管理区域外伝播防止堰（放射性廃棄物の廃棄

施設と一部兼用） 

管理区域外伝播防止堰は，Ⅴ-1-1-9-5「溢水防

護に関する施設の詳細設計」の「3. 要求機能及

び性能目標」の「3.1.3 性能目標」で設定して

いる構造強度設計上の性能目標を踏まえ，管理

区域内で発生を想定する溢水による静水圧荷重

に対して，主要な構造部材が構造健全性を維持

する設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

する設計とする。 

 

 

(3) 溢水伝播防止堰 

溢水伝播防止堰は，Ⅵ-1-1-9-5「溢水防護に関

する施設の詳細設計」の「3. 要求機能及び性能

目標」の「3.1.3 性能目標」で設定している構

造強度設計上の性能目標を踏まえ，発生を想定す

る溢水による静水圧荷重に対して，止水性の維持

を考慮して，主要な構造部材が構造健全性を維持

する設計とする。 

 

(4) 管理区域外伝播防止堰 

 

管理区域外伝播防止堰は，Ⅵ-1-1-9-5「溢水防

護に関する施設の詳細設計」の「3. 要求機能及

び性能目標」の「3.1.3 性能目標」で設定して

いる構造強度設計上の性能目標を踏まえ，管理区

域内で発生を想定する溢水による静水圧荷重に

対して，主要な構造部材が構造健全性を維持する

設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・① 

 

 

 

 

 

 

 

・設工認申請号機の違いによる差異 
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(5) 床ドレンライン浸水防止治具  

床ドレンライン浸水防止治具は，Ⅴ-1-1-9-5

「溢水防護に関する施設の詳細設計」の「3. 要

求機能及び性能目標」の「3.1.3 性能目標」で

設定している構造強度設計上の性能目標を踏ま

え，発生を想定する溢水による静水圧荷重に対

して，止水性の維持を考慮して，主要な構造部材

が構造健全性を維持する設計とする。  

 

(6) 貫通部止水処置  

貫通部止水処置は，Ⅴ-1-1-9-5「溢水防護に関

する施設の詳細設計」の「3. 要求機能及び性能

目標」の「3.1.3 性能目標」で設定している構

造強度設計上の性能目標を踏まえ，発生を想定

する溢水による静水圧荷重に対して，モルタル

及び閉止板（鉄板，フラップゲート）による施工

は，止水性の維持を考慮して，主要な構造部材が

構造健全性を維持する設計とする。 

また，ブーツ及びシール材による施工は，止水

性の維持を考慮して，有意な漏えいを生じない

設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   (5) 床ドレンライン浸水防止治具  

床ドレンライン浸水防止治具は，Ⅵ-1-1-9-5

「溢水防護に関する施設の詳細設計」の「3. 要

求機能及び性能目標」の「3.1.3 性能目標」で

設定している構造強度設計上の性能目標を踏ま

え，発生を想定する溢水による静水圧荷重に対し

て，止水性の維持を考慮して，主要な構造部材が

構造健全性を維持する設計とする。  

 

(6) 貫通部止水処置  

貫通部止水処置は，Ⅵ-1-1-9-5「溢水防護に関

する施設の詳細設計」の「3. 要求機能及び性能

目標」の「3.1.3 性能目標」で設定している構

造強度設計上の性能目標を踏まえ，発生を想定す

る溢水による静水圧荷重に対して，モルタル及び

閉止板（鉄板，止水ダンパ（ジャバッＳｈｕｔ）

（以下，「止水ダンパ」という。））による施工は，

止水性の維持を考慮して，主要な構造部材が構造

健全性を維持する設計とする。 

また，ブーツ及びシール材による施工は，止水

性の維持を考慮して，有意な漏えいを生じない設

計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設工認申請号機の違いによる差異 
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3.2 機能維持の方針  

Ⅴ-1-1-9-5「溢水防護に関する施設の詳細設

計」の「3. 要求機能及び性能目標」で設定して

いる構造強度設計上の性能目標が達成されるよ

う，「3.1 構造強度の設計方針」に示す構造を踏

まえ，「4.1 荷重及び荷重の組合せ」で設定して

いる荷重条件を適切に考慮して，各施設の構造設

計及びそれを踏まえた評価方法を設定する。  

 

(1) 水密扉  

a. 構造設計  

水密扉は，「3.1 構造強度の設計方針」で

設定している設計方針及び「4.1 荷重及び

荷重の組合せ」で設定している荷重を踏ま

え，以下の構造とする。 

水密扉は，鋼製の板材を主体構造とし，周

囲の開口部との間に設置した鋼製の扉枠を建

屋の床及び壁にアンカーボルトで固定し,支

持する構造とする。 

また，作用する荷重については，面内及び

面外方向から作用し，扉板，芯材，締付装

置，及び扉枠に伝わり，アンカーボルトを介

して周囲の建屋の床及び壁に伝達する構造と

する。  

水密扉の設置位置を表 3.2－1 に示す。ま

た，水密扉の構造計画を表 3.22 に示す。 

 

 

 

b. 評価方針 

水密扉は，「a. 構造設計」を踏まえ，以

下の強度評価方針とする。  

 

水密扉は，発生を想定する溢水による静水

圧荷重に対して，水密扉の評価対象部位が，

3.2 機能維持の方針  
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まえ，「4.1 荷重及び荷重の組合せ」で設定して

いる荷重条件を適切に考慮して，各施設の構造設

計及びそれを踏まえた評価方法を設定する。  

 

(1) 水密扉  

a. 構造設計  

水密扉は，「3.1 構造強度の設計方針」で

設定している設計方針及び「4.1 荷重及び荷

重の組合せ」で設定している荷重を踏まえ，

以下の構造とする。 

水密扉は，鋼製の板材を主体構造とし，周

囲の開口部との間に設置した鋼製の扉枠を建

屋の床及び壁にアンカーボルトで固定し,支持

する構造とする。 

また，作用する荷重については，面内及び

面外方向から作用し，扉板，芯材，締付装

置，及び扉枠に伝わり，アンカーボルトを介

して周囲の建屋の床及び壁に伝達する構造と

する。  

水密扉の設置位置を表 3－2－1に示す。ま

た，水密扉の構造計画を表 3－2－2に示す。 
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表 3.2－1 設置位置（水密扉）（5／18） 
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表 3.2－1 設置位置（水密扉）（6／18） 
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表 3.2－1 設置位置（水密扉）（7／18） 
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表 3.2－1 設置位置（水密扉）（10／18） 
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表 3.2－1 設置位置（水密扉）（1／18） 
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表 3.2－1 設置位置（水密扉）（3／18） 
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表 3.2－1 設置位置（水密扉）（13／18） 
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表 3.2－1 設置位置（水密扉）（14／18） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3－2－1 設置位置（水密扉）（14／16） 
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表 3.2－1 設置位置（水密扉）（16／18） 
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表 3.2－1 設置位置（水密扉）（17／18） 
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表 3.2－1 設置位置（水密扉）（18／18） 
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表 3.2－2 構造計画（水密扉）（1／1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3－2－2 構造計画（水密扉）（1／1） 
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(2) 水密扉付止水堰  

a. 構造設計  

水密扉付止水堰は，「3.1 構造強度の設計

方針」で設定している設計方針及び「4.1 

荷重及び荷重の組合せ」で設定している荷重

を踏まえ，以下の構造とする。 

水密扉付止水堰は，水密扉部と止水堰部で

構成される。 

水密扉部は,鋼製の板材を主体構造とし，

周囲の開口部との間に設置した鋼製の扉枠を

建屋の床及び壁にアンカーボルトで固定し,

支持する構造とする。 

止水堰部の鋼製堰は，鋼製板，芯材及びア

ンカーボルトを主体構造とし，既設コンクリ

ートを基礎として，アンカーボルトで固定し

支持する構造とする。 

水密扉部に作用する荷重については，面内

及び面外方向から作用し，扉板，芯材，締付

装置，及び扉枠に伝わり，アンカーボルトを

介して周囲の建屋の床及び壁に伝達する構造

とする。 

止水堰部に作用する荷重については，鋼製

堰に作用し，アンカーボルトを介し，既設コ

ンクリートに伝達する構造とする。 

水密扉付止水堰の設置位置を表 3.2－3 に

示す。また，水密扉付止水堰の構造計画を表

3.2－4 に示す。 

 

b. 評価方針 

水密扉付止水堰は，「a. 構造設計」を踏

まえ，以下の強度評価方針とする。  

発生を想定する溢水による静水圧荷重に対

して，水密扉付止水堰の評価対象部位に作用

する応力が，おおむね弾性状態にとどまるこ

とを計算により確認する。 

(2) 水密扉付止水堰  

a. 構造設計  

水密扉付止水堰は，「3.1 構造強度の設

計方針」で設定している設計方針及び「4.1 

荷重及び荷重の組合せ」で設定している荷

重を踏まえ，以下の構造とする。 

水密扉付止水堰は，水密扉部と止水堰部

で構成される。 

水密扉部は,鋼製の板材を主体構造とし，周

囲の開口部との間に設置した鋼製の扉枠を建

屋の床及び壁にアンカーボルトで固定し,支持

する構造とする。 

止水堰部の鋼製堰は，鋼製板，芯材及びア

ンカーボルトを主体構造とし，既設コンクリ

ートを基礎として，アンカーボルトで固定し

支持する構造とする。 

水密扉部に作用する荷重については，面内

及び面外方向から作用し，扉板，芯材，締付

装置，及び扉枠に伝わり，アンカーボルトを

介して周囲の建屋の床及び壁に伝達する構造

とする。 

止水堰部に作用する荷重については，鋼製

堰に作用し，アンカーボルトを介し，既設コ

ンクリートに伝達する構造とする。 

水密扉付止水堰の設置位置を表 3－2－3に

示す。また，水密扉付止水堰の構造計画を表

3－2－4に示す。 

 

b. 評価方針 

水密扉付止水堰は，「a. 構造設計」を踏ま

え，以下の強度評価方針とする。  

発生を想定する溢水による静水圧荷重に対

して，水密扉付止水堰の評価対象部位に作用

する応力が，おおむね弾性状態にとどまるこ

とを計算により確認する。 
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表 3.2－3 設置位置（水密扉付止水堰）（1／2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3－2－3 設置位置（水密扉付止水堰）（1／2） 
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表 3.2－3 設置位置（水密扉付止水堰）（2／2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3－2－3 設置位置（水密扉付止水堰）（2／2） 
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表 3.2－4 構造計画（水密扉付止水堰）（1／1） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3－2－4 構造計画（水密扉付止水堰）（1／1） 
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(3) 溢水伝播防止堰 

a. 構造設計  

溢水伝播防止堰は，「3.1 構造強度の設計

方針」で設定している設計方針及び「4.1 

荷重及び荷重の組合せ」で設定している荷重

を踏まえ，以下の構造とする。  

溢水伝播防止堰は，鋼製堰及び鉄筋コンク

リート製堰に分類できる。  

溢水伝播防止堰のうち鋼製堰は，鋼製板，

芯材及びアンカーボルト等を主体構造とし，

既設コンクリートを基礎として，アンカーボ

ルトで固定し支持する構造とする。また，作

用する荷重については，鋼製堰に作用し，ア

ンカーボルトを介し，既設コンクリートに伝

達する構造とする。 

溢水伝播防止堰のうち鉄筋コンクリート製

堰は，鉄筋コンクリート，アンカー筋又はア

ンカーボルトを主体構造とし，既設コンクリ

ートを基礎として，アンカー筋又はアンカー

ボルトで固定し，支持する構造とする。ま

た，作用する荷重については，鉄筋コンクリ

ート製の堰に作用し，アンカー筋を介し，既

設コンクリートに伝達する構造とする。 

溢水伝播防止堰の設置位置を表 3.2－5 に

示す。また，溢水伝播防止堰の構造計画を表

3.2－6 に示す。 

 

b. 評価方針  

溢水伝播防止堰は，「a. 構造設計」を踏

まえ，以下の強度評価方針とする。  

溢水伝播防止堰は，発生を想定する溢水に

よる静水圧荷重に対して，溢水伝播防止堰の

評価対象部位に作用する応力が，おおむね弾

性状態にとどまることを計算により確認す

る。 

(3) 溢水伝播防止堰 

a. 構造設計  

溢水伝播防止堰は，「3.1 構造強度の設計

方針」で設定している設計方針及び「4.1 荷

重及び荷重の組合せ」で設定している荷重を

踏まえ，以下の構造とする。  

溢水伝播防止堰は，鋼製堰及び鉄筋コンク

リート製堰に分類できる。  

溢水伝播防止堰のうち鋼製堰は，鋼製板，

芯材及びアンカーボルト等を主体構造とし，

既設コンクリートを基礎として，アンカーボ

ルトで固定し支持する構造とする。また，作

用する荷重については，鋼製堰に作用し，ア

ンカーボルトを介し，既設コンクリートに伝

達する構造とする。 

溢水伝播防止堰のうち鉄筋コンクリート製

堰は，鉄筋コンクリート及びアンカー筋を主

体構造とし，既設コンクリートを基礎とし

て，アンカー筋で固定し，支持する構造とす

る。また，作用する荷重については，鉄筋コ

ンクリート製の堰に作用し，アンカー筋を介

し，既設コンクリートに伝達する構造とす

る。 

溢水伝播防止堰の設置位置を表 3－2－5に

示す。また，溢水伝播防止堰の構造計画を表

3－2－6に示す。 

 

b. 評価方針  

溢水伝播防止堰は，「a. 構造設計」を踏ま

え，以下の強度評価方針とする。  

溢水伝播防止堰は，発生を想定する溢水に

よる静水圧荷重に対して，溢水伝播防止堰の

評価対象部位に作用する応力が，おおむね弾

性状態にとどまることを計算により確認す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載の適正化 

（アンカーボルト→アンカー筋に統一） 
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表 3.2－5 設置位置（溢水伝播防止堰）（1／15） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3－2－5 設置位置（溢水伝播防止堰）（1／15） 
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表 3.2－5 設置位置（溢水伝播防止堰）（2／15） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3－2－5 設置位置（溢水伝播防止堰）（2／15） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設工認申請号機の違いによる差異 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

33 

 
本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項に属すため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

島根原子力発電所 第 2 号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 7 号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 6 号機 柏崎刈羽原子力発電所第7号機との比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3.2－5 設置位置（溢水伝播防止堰）（3／15） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3－2－5 設置位置（溢水伝播防止堰）（3／15） 
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表 3.2－5 設置位置（溢水伝播防止堰）（4／15） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3－2－5 設置位置（溢水伝播防止堰）（4／15） 
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表 3.2－5 設置位置（溢水伝播防止堰）（5／15） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3－2－5 設置位置（溢水伝播防止堰）（5／15） 
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表 3.2－5 設置位置（溢水伝播防止堰）（6／15） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3－2－5 設置位置（溢水伝播防止堰）（6／15） 
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表 3.2－5 設置位置（溢水伝播防止堰）（8／15） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3－2－5 設置位置（溢水伝播防止堰）（8／15） 
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表 3.2－5 設置位置（溢水伝播防止堰）（9／15） 
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表 3.2－5 設置位置（溢水伝播防止堰）（10／15） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3－2－5 設置位置（溢水伝播防止堰）（10／15） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設工認申請号機の違いによる差異 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

41 

 
本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項に属すため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

島根原子力発電所 第 2 号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 7 号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 6 号機 柏崎刈羽原子力発電所第7号機との比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3.2－5 設置位置（溢水伝播防止堰）（11／15） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3－2－5 設置位置（溢水伝播防止堰）（11／15） 
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表 3－2－5 設置位置（溢水伝播防止堰）（12／15） 
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表 3.2－5 設置位置（溢水伝播防止堰）（13／15） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3－2－5 設置位置（溢水伝播防止堰）（13／15） 
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表 3.2－5 設置位置（溢水伝播防止堰）（15／15） 
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表 3－2－5 設置位置（溢水伝播防止堰）（15／15） 
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表 3.2－6 構造計画(溢水伝播防止堰）（1／3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3－2－6 構造計画(溢水伝播防止堰）（1／4） 
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表 3.2－6 構造計画(溢水伝播防止堰）(2／3） 

 

 

 

表 3.2－6 構造計画(溢水伝播防止堰）(3／3） 

 

 

 

 

 

表 3－2－6 構造計画(溢水伝播防止堰）(3／4） 
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構造図（鋼板組合せ堰） 

 

 

(4) 管理区域外伝播防止堰  

a. 構造設計 

管理区域外伝播防止堰は，「3.1 構造強度

の設計方針」で設定している設計方針及び

「4.1 荷重及び荷重の組合せ」で設定して

いる荷重を踏まえ，以下の構造とする。 

管理区域外伝播防止堰は，鋼製堰及び鉄筋

コンクリート製堰に分類できる。 

管理区域外伝播防止堰のうち鋼製堰は，鋼

製板，芯材及びアンカーボルト等を主体構造

とし，既設コンクリートを基礎として，アン

カーボルトで固定し支持する構造とする。ま

た，作用する荷重については，鋼製堰に作用

し，アンカーボルトを介し，既設コンクリー

トに伝達する構造とする。 

 

 

管理区域外伝播防止堰のうち鉄筋コンクリ

ート製堰は，鉄筋コンクリート，アンカー筋

又はアンカーボルトを主体構造とし，既設コ

ンクリートを基礎として，アンカー筋又はア

ンカーボルトで固定し，支持する構造とす

る。また，作用する荷重については，鉄筋コ

ンクリート製の堰に作用し，アンカー筋を介

 

構造図（鋼板組合せ堰） 

 

(4) 管理区域外伝播防止堰  

a. 構造設計 

管理区域外伝播防止堰は，「3.1 構造強度

の設計方針」で設定している設計方針及び

「4.1 荷重及び荷重の組合せ」で設定してい

る荷重を踏まえ，以下の構造とする。 

管理区域外伝播防止堰は，鋼製堰及び鉄筋

コンクリート製堰に分類できる。 

管理区域外伝播防止堰のうち鋼製堰は，鋼

製板，ハンドル，柱，アンカーボルト及びイ

ンサートボルト等を主体構造とし，既設コン

クリートを基礎として，アンカーボルト及び

インサートボルトで固定し支持する構造とす

る。また，作用する荷重については，鋼製堰

に作用し，柱を介してアンカーボルト及びイ

ンサートボルトにより既設コンクリートに伝

達する構造とする。 

管理区域外伝播防止堰のうち鉄筋コンクリ

ート製堰は，鉄筋コンクリート及びアンカー

筋を主体構造とし，既設コンクリートを基礎

として，アンカー筋で固定し，支持する構造

とする。また，作用する荷重については，鉄

筋コンクリート製の堰に作用し，アンカー筋

を介し，既設コンクリートに伝達する構造と

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設工認申請号機の違いによる差異 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載の適正化 

（アンカーボルト→アンカー筋に統一） 

 

 

 



 

50 

 
本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項に属すため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

島根原子力発電所 第 2号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 7号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 6号機 柏崎刈羽原子力発電所第7号機との比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

し，既設コンクリートに伝達する構造とす

る。 

管理区域外伝播防止堰の設置位置を表 3.2

－7 に示す。また，管理区域外伝播防止堰の

構造計画を表 3.2－8 に示す。 

 

b. 評価方針  

管理区域外伝播防止堰は，「a. 構造設

計」を踏まえ，以下の強度評価方針とする。  

 

管理区域外伝播防止堰は，発生を想定する

溢水による静水圧荷重に対して，管理区域外

伝播防止堰の評価対象部位に作用する応力が

おおむね弾性状態にとどまることを計算によ

り確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

する。 

 

管理区域外伝播防止堰の設置位置を表 3－2

－7に示す。また，管理区域外伝播防止堰の

構造計画を表 3－2－8に示す。 

 

b. 評価方針  

管理区域外伝播防止堰は，「a. 構造設計」

を踏まえ，以下の強度評価方針とする。  

 

管理区域外伝播防止堰は，発生を想定する

溢水による静水圧荷重に対して，管理区域外

伝播防止堰の評価対象部位に作用する応力が

おおむね弾性状態にとどまることを計算によ

り確認する。 
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表 3－2－7 設置位置(管理区域外伝播防止堰)（1／

2）  
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表 3.2－7 設置位置(管理区域外伝播防止堰)（1／2） 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3－2－7 設置位置(管理区域外伝播防止堰)（2／
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表 3.2－7 設置位置(管理区域外伝播防止堰)（2／2） 
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表 3.2－8 構造計画(管理区域外伝播防止堰)（1／2） 
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表 3.2－8 構造計画(管理区域外伝播防止堰)（2／2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3－2－8 構造計画(管理区域外伝播防止堰)（2／
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(5) 床ドレンライン浸水防止治具  

a. 構造設計  

床ドレンライン浸水防止治具は，フロート

式治具，スプリング式治具，閉止キャップ及

び閉止栓があり，「3.1 構造強度の設計方

針」で設定している設計方針及び「4.1 荷

重及び荷重の組合せ」で設定している荷重を

踏まえ，以下の構造とする。  

フロート式治具は，弁本体，フロート及び

フロートガイドを主体構造とし，荷重が作用

した場合でもフロート式治具が動かないよう

に床面設置の床ドレン配管のねじ切り部に直

接ねじ込み固定する構造若しくは，台座と取

付金具を接着剤で取付け，本体フランジに取
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付金具をボルトにて固定し，支持する構造と

する。また，作用する荷重は，フロート式治

具に作用し，ねじ込み又は接着剤で固定した

部分を介して建物内の床面に伝達する構造と

する。 

スプリング式治具は，弁本体，弁体及び弁

体を弁座に導くガイドを主体構造とし，荷重

が作用した場合でもスプリング式治具が動か

ないように床面設置の床ドレン配管のねじ切

り部に直接ねじ込み固定する構造若しくは，

台座と取付金具を接着剤で取付け，本体フラ

ンジに取付金具をボルトにて固定し，支持す

る構造とする。また，作用する荷重は，スプ

リング式治具に作用し，ねじ込み又は接着剤

で固定した部分を介して建物内の床面に伝達

する構造とする。 

閉止キャップは，閉止キャップを主体構造

とし，荷重が作用した場合でも閉止キャップ

が動かないように床面設置の床ドレン配管に

ねじ込み固定し，支持する構造とする。ま

た，作用する荷重は，閉止キャップに作用

し，ねじ込みで固定した部分を介して建物内

の床面に伝達する構造とする。 

閉止栓は，閉止栓を主体構造とし，荷重が

作用した場合でも閉止栓が動かないように床

面設置の床ドレン配管にゴムの圧着により固

定し，支持する構造とする。また，作用する

荷重は，閉止栓に作用し，ゴムの圧着で固定

した部分を介して建物内の床面に伝達する構

造とする。 

床ドレンライン浸水防止治具の設置位置を

表 3.2－9 に示す。また，構造計画を表 3.2－

10 に示す。 
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が動かないように床面設置の床ドレン配管に

ねじ込み固定し，支持する構造とする。ま

た，作用する荷重は，閉止キャップに作用

し，ねじ込みで固定した部分を介して建物内

の床面に伝達する構造とする。 

閉止栓は，閉止栓を主体構造とし，荷重が

作用した場合でも閉止栓が動かないように床

面設置の床ドレン配管にゴムの圧着により固

定し，支持する構造とする。また，作用する

荷重は，閉止栓に作用し，ゴムの圧着で固定

した部分を介して建物内の床面に伝達する構

造とする。 

床ドレンライン浸水防止治具の設置位置を

表 3－2－9に示す。また，構造計画を表 3－2－

10 に示す。 
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b. 評価方針  

床ドレンライン浸水防止治具は，「a. 構

造設計」を踏まえ，以下の強度評価方針とす

る。 

床ドレンライン浸水防止治具は発生を想定

する溢水による静水圧に対して，床ドレンラ

イン浸水防止治具の評価対象部位に作用する

応力がおおむね弾性状態にとどまることを確

認する。 

 

表 3.2－9 設置位置(床ドレンライン浸水防止治具) 

 

 

 

 

b. 評価方針  

床ドレンライン浸水防止治具は，「a. 構造

設計」を踏まえ，以下の強度評価方針とす

る。 

床ドレンライン浸水防止治具は発生を想定

する溢水による静水圧に対して，床ドレンラ

イン浸水防止治具の評価対象部位に作用する

応力がおおむね弾性状態にとどまることを確

認する。 

 

表 3－2－9 設置位置(床ドレンライン浸水防止治具) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

・設工認申請号機の違いによる差異 
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表 3.2－10 構造計画(床ドレンライン浸水防止治具)

（1/3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3－2－10 構造計画(床ドレンライン浸水防止治具)

（1/3） 
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表 3.2－10 構造計画(床ドレンライン浸水防止治具)

（2/3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3－2－10 構造計画(床ドレンライン浸水防止治具)

（2/3）  
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表 3.2－10 構造計画(床ドレンライン浸水防止治具)

（3/3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3－2－10 構造計画(床ドレンライン浸水防止治具)

（3/3） 
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(6) 貫通部止水処置  

a. 構造設計  

貫通部止水処置は，「3.1 構造強度の設計

方針」で設定している設計方針及び「4.1 

荷重及び荷重の組合せ」で設定している荷重

を踏まえ，以下の構造とする。  

貫通部止水処置は，建屋内の壁又は床面の

貫通口と貫通物の隙間をシール材，ブーツ，

閉止板（鉄板，フラップゲート）及びモルタ

ルにより止水する構造とする。 

なお，シール材をケーブルトレイ貫通部の

止水に用いる場合は，シール材が型崩れしな

いように金属ボックスをアンカーボルトで

壁・床面に固定し，金属ボックスにシール材

を充填，もしくは塗布する。 

また，作用する荷重については，受圧面へ

全面的に作用した場合に，止水処置部全体へ

伝達する構造とする。 

貫通部止水処置の設置位置を表 3.2－11 に

示す。また，構造計画を表 3.2－12 に示す。

なお，貫通部止水処置の選定については，図

3－1に示す貫通部止水処置の選定フローによ

る。  

 

b. 評価方針  

貫通部止水処置は，「a. 構造設計」を踏

まえ，以下の強度評価方針とする。  

シール材及びブーツによる止水処置につい

ては，発生を想定する溢水による静水圧荷重

に対し，有意な漏えいが生じないことを確認

する。 

閉止板（鉄板，フラップゲート）及びモル

タルによる止水処置については，発生を想定

する溢水による静水圧荷重に対し，おおむね

弾性状態にとどまることを確認する。 

(6) 貫通部止水処置  

a. 構造設計  

貫通部止水処置は，「3.1 構造強度の設計

方針」で設定している設計方針及び「4.1 荷

重及び荷重の組合せ」で設定している荷重を

踏まえ，以下の構造とする。  

貫通部止水処置は，建屋内の壁又は床面の

貫通口と貫通物の隙間をシール材，ブーツ，

閉止板（鉄板，止水ダンパ）及びモルタルに

より止水する構造とする。 

なお，シール材をケーブルトレイ貫通部の

止水に用いる場合は，シール材が型崩れしな

いように金属ボックスをアンカーボルトで

壁・床面に固定し，金属ボックスにシール材

を充填，もしくは塗布する。 

また，作用する荷重については，受圧面へ

全面的に作用した場合に，止水処置部全体へ

伝達する構造とする。 

貫通部止水処置の設置位置を表 3－2－11 に

示す。また，構造計画を表 3－2－12 に示す。

なお，貫通部止水処置の選定については，図

3－1に示す貫通部止水処置の選定フローによ

る。  

 

b. 評価方針  

貫通部止水処置は，「a. 構造設計」を踏ま

え，以下の強度評価方針とする。  

シール材，ブーツ及び閉止板（止水ダン

パ）による止水処置については，発生を想定

する溢水による静水圧荷重に対し，有意な漏

えいが生じないことを確認する。 

閉止板（鉄板，止水ダンパ）及びモルタル

による止水処置については，発生を想定する

溢水による静水圧荷重に対し，おおむね弾性

状態にとどまることを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設工認申請号機の違いによる差異 

（製品（製造メーカ）の差異） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設工認申請号機の違いによる差異 

（製品（製造メーカ）の差異）記載の適正化（止水ダ

ンパを記載） 
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ケーブルトレイ金属ボックスによる止水処

置については，発生を想定する溢水による静

水圧荷重に対し，おおむね弾性状態にとどま

ることを確認する。 

 

 

 

表 3.2－11 設置位置（貫通部止水処置)（1／12） 

 

 

 

 

 

 

 

 

ケーブルトレイ金属ボックスによる止水処

置については，発生を想定する溢水による静

水圧荷重に対し，金属ボックスに有意な漏え

いが生じないこと及びアンカーボルトがおお

むね弾性状態にとどまることを確認する。 

 

 

表 3－2－11 設置位置（貫通部止水処置)（1／13） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設工認申請号機の違いによる差異 

  （プラントメーカーの違いによる，構造差異） 

 

 

 

 

 

 

・設工認申請号機の違いによる差異 
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表 3.2－11 設置位置(貫通部止水処置)（2／12） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3－2－11 設置位置(貫通部止水処置)（2／13） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設工認申請号機の違いによる差異 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

91 

 
本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項に属すため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

島根原子力発電所 第 2 号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 7 号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 6 号機 柏崎刈羽原子力発電所第7号機との比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3－2－11 設置位置(貫通部止水処置)（3／13） 
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表 3.2－11 設置位置(貫通部止水処置)（3／12） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3－2－11 設置位置(貫通部止水処置)（4／13） 
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表 3.2－11 設置位置(貫通部止水処置)（4／12） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3－2－11 設置位置(貫通部止水処置)（5／13） 
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表 3－2－11 設置位置(貫通部止水処置)（6／13） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設工認申請号機の違いによる差異 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

95 

 
本資料のうち枠囲みの内容は，当社の機密事項に属すため，又は他社の機密事項を含む可能性があるため公開できません。 

島根原子力発電所 第 2 号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 7 号機 柏崎刈羽原子力発電所 第 6 号機 柏崎刈羽原子力発電所第7号機との比較 
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表 3－2－11 設置位置貫通部止水処置)（7／13） 
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表 3.2－11 設置位置(貫通部止水処置)（7／12） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3－2－11 設置位置(貫通部止水処置)（8／13） 
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表 3.2－11 設置位置(貫通部止水処置)（8／12） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3－2－11 設置位置(貫通部止水処置)（9／13）  
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表 3.2－11 設置位置(貫通部止水処置)（9／12） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3－2－11 設置位置(貫通部止水処置)（10／13） 
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表 3.2－11 設置位置(貫通部止水処置)（10／12） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3－2－11 設置位置(貫通部止水処置)（11／13） 
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表 3.2－11 設置位置(貫通部止水処置)（11／12） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3－2－11 設置位置(貫通部止水処置)（12／13）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設工認申請号機の違いによる差異 
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表 3－2－11 設置位置(貫通部止水処置)（13／13） 
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表 3.2－12 構造計画(貫通部止水処置)（1／3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3－2－12 構造計画(貫通部止水処置)（1／3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設工認申請号機の違いによる差異 

 （プラントメーカーの違いによる，構造差異） 
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表 3.2－12 貫通部止水処置の構造計画（2／3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3－2－12 貫通部止水処置の構造計画（2／3） 
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表 3.2－12 貫通部止水処置の構造計画（3／3） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 3－2－12 貫通部止水処置の構造計画（3／3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設工認申請号機の違いによる差異 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設工認申請号機の違いによる差異 

（製品（製造メーカ）の差異） 
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図 3－1 貫通部止水処置の選定フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3－1 貫通部止水処置の選定フロー 
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4. 荷重及び荷重の組合せ並びに許容限界  

溢水防護に係る施設の強度評価に用いる荷重及び

荷重の組合せを以下の「4.1 荷重及び荷重の組合

せ」に，許容限界を「4.2 許容限界」に示す。 

 

4.1 荷重及び荷重の組合せ 

(1) 荷重の種類 

a. 自重（Ｄ） 

常時作用する荷重は，自重とする。 

 

b. 溢水による静水圧荷重（Ｐｈ） 

発生を想定する溢水による静水圧荷重は，

各施設の設置位置における溢水水位から算出

した施設の溢水水位を用いて設計用の静水圧

荷重（動水圧は考慮しない）として算出する。 

 

(2) 荷重の組合せ 

溢水防護に係る施設の強度評価では，発生を

想定する溢水による静水圧荷重（Ｐｈ）を考慮す

る。 

 

 

 

表 4－1 溢水防護に係る施設の荷重の組合せ 

 

 

 

 

 

4. 荷重及び荷重の組合せ並びに許容限界  

溢水防護に係る施設の強度評価に用いる荷重及び

荷重の組合せを以下の「4.1 荷重及び荷重の組合せ」

に，許容限界を「4.2 許容限界」に示す。 

 

4.1 荷重及び荷重の組合せ 

(1) 荷重の種類 

a. 自重（Ｄ） 

常時作用する荷重は，自重とする。 

 

b. 溢水による静水圧荷重（Ｐｈ） 

発生を想定する溢水による静水圧荷重は，各

施設の設置位置における溢水水位から算出し

た施設の溢水水位を用いて設計用の静水圧荷

重（動水圧は考慮しない）として算出する。 

 

(2) 荷重の組合せ 

溢水防護に係る施設の強度評価では，発生を想

定する溢水による静水圧荷重（Ｐｈ）を考慮する。 

 

 

 

 

表 4－1 溢水防護に係る施設の荷重の組合せ 
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a. 溢水による静水圧荷重（Ｐｈ） 

溢水による静水圧荷重（Ｐｈ）は，次式を用

いて算出する。なお，荷重の算出に用いる密度

（ρ）は，想定される溢水源から純水又は海水

とする。 

溢水による動水圧荷重の説明図を図 4－1

に，強度評価に用いる溢水の密度を表 4－2 に

示す。 

 

Ｐｈ＝ρ・ｇ・ｈ・10-3 

 

 

図 4－1 溢水による静水圧荷重の説明図 

 

 

表 4－2 強度評価に用いる溢水の密度 

 

a. 溢水による静水圧荷重（Ｐｈ） 

溢水による静水圧荷重（Ｐｈ）は，次式を用

いて算出する。なお，荷重の算出に用いる密度

（ρ）は，想定される溢水源から純水又は海水

とする。 

溢水による静水圧荷重の説明図を図 4－1

に，強度評価に用いる溢水の密度を表 4－2 に

示す。 
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図 4－1 溢水による静水圧荷重の説明図 

 

 

表 4－2 強度評価に用いる溢水の密度 
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4.2 許容限界  

許容限界は，溢水による静水圧荷重を考慮した

施設ごとの構造強度設計上の性能目標及び機能維

持の評価方針を踏まえて，評価対象部位ごとに設

定する。  

「4.1 荷重及び荷重の組合せ」で設定している

荷重及び荷重の組合せを含めた，施設ごとの評価

対象部位における許容限界を表 4－3 に示す。  

各施設の許容限界の詳細は，各計算書で評価対

象部位の機能損傷モードを踏まえ評価項目を選定

4.2 許容限界  

許容限界は，溢水による静水圧荷重を考慮した施

設ごとの構造強度設計上の性能目標及び機能維持

の評価方針を踏まえて，評価対象部位ごとに設定す

る。  

「4.1 荷重及び荷重の組合せ」で設定している

荷重及び荷重の組合せを含めた，施設ごとの評価対

象部位における許容限界を表 4－3 に示す。  

各施設の許容限界の詳細は，各計算書で評価対象

部位の機能損傷モードを踏まえ評価項目を選定し，

 

・差異なし 
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 し，評価対象部位ごとに許容限界を設定する。  評価対象部位ごとに許容限界を設定する。  

 

  

  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

4.2.1 施設ごとの評価対象部位における許容限界  

(1) 水密扉  

水密扉の許容限界は，構造強度設計上の性

能目標及び機能維持の評価方針を踏まえ評価 

対象部位ごとに設定する。 

 

a. 扉板，芯材及び締付装置部 

発生を想定する溢水による静水圧荷重に

対し，構造部材の健全性を維持する設計と

するために，扉板，芯材及び締付装置部が，

おおむね弾性状態にとどまることを計算に

より確認する評価方針としていることを踏

まえ，「鋼構造設計規準-許容応力度設計法-

((社)日本建築学会,2005 改定)」を踏まえた

短期許容応力度を許容限界として設定す

る。 

 

b. アンカーボルト  

発生を想定する溢水による静水圧荷重に

対し，構造部材の健全性を維持する設計と

するために，アンカーボルトが，おおむね弾

性状態にとどまることを計算により確認す

る評価方針としていることを踏まえ，「各種

合成構造設計指針・同解説（（社）日本建築

学会，2010 改定）」に基づき算定し，許容限

界として設定する。 

 

(2) 水密扉付止水堰 

a. 水密扉部 

(a) 扉板，芯材及び締付装置部 

発生を想定する溢水による静水圧荷重

に対し，構造部材の健全性を維持する設

計とするために，扉板，芯材及び締付装置

4.2.1 施設ごとの評価対象部位における許容限界  

(1) 水密扉  

水密扉の許容限界は，構造強度設計上の性能

目標及び機能維持の評価方針を踏まえ評価 

対象部位ごとに設定する。 

 

a. 扉板，芯材及び締付装置部 

発生を想定する溢水による静水圧荷重に

対し，構造部材の健全性を維持する設計とす

るために，扉板，芯材及び締付装置部が，お

おむね弾性状態にとどまることを計算によ

り確認する評価方針としていることを踏ま

え，「鋼構造設計規準-許容応力度設計法-

((社)日本建築学会,2005 改定)」を踏まえた

短期許容応力度を許容限界として設定する。 

 

 

b. アンカーボルト  

発生を想定する溢水による静水圧荷重に

対し，構造部材の健全性を維持する設計とす

るために，アンカーボルトが，おおむね弾性

状態にとどまることを計算により確認する

評価方針としていることを踏まえ，「各種合

成構造設計指針・同解説（（社）日本建築学

会，2010 改定）」に基づき算定し，許容限界

として設定する。 

 

(2) 水密扉付止水堰 

a. 水密扉部 

(a) 扉板，芯材及び締付装置部 

発生を想定する溢水による静水圧荷重

に対し，構造部材の健全性を維持する設計

とするために，扉板，芯材及び締付装置部
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部の構造部材が，おおむね弾性状態にと

どまることを確認する評価方針としてい

ることを踏まえ，「鋼構造設計規準-許容

応力度設計法-((社)日本建築学会,2005

改定)」を踏まえた短期許容応力度を許容

限界として設定する。 

 

(b) アンカーボルト 

発生を想定する溢水による静水圧荷重

に対し，構造部材の健全性を維持する設

計とするために，アンカーボルトが，おお

むね弾性状態にとどまることを確認する

評価方針としていることを踏まえ，「各種

合成構造設計指針・同解説（（社）日本建

築学会，2010 改定）」に基づき算定し，許

容限界として設定する。 

 

b. 止水堰部 

(a) 鋼製板及び芯材 

発生を想定する溢水による静水圧荷重

に対し，構造部材の健全性を維持する設

計とするために，鋼製板及び芯材の構造

部材が，おおむね弾性状態にとどまるこ

とを確認する評価方針としていることを

踏まえ，「鋼構造設計規準-許容応力度設

計法-((社)日本建築学会,2005 改定)」を

踏まえた短期許容応力度を許容限界とし

て設定する。 

 

(b) アンカーボルト 

発生を想定する溢水による静水圧荷重

に対し，構造部材の健全性を維持する設

計とするために，アンカーボルトが，おお

むね弾性状態にとどまることを確認する

評価方針としていることを踏まえ，「各種

の構造部材が，おおむね弾性状態にとどま

ることを確認する評価方針としているこ

とを踏まえ，「鋼構造設計規準-許容応力度

設計法-((社)日本建築学会,2005 改定)」

を踏まえた短期許容応力度を許容限界と

して設定する。 

 

(b) アンカーボルト 

発生を想定する溢水による静水圧荷重

に対し，構造部材の健全性を維持する設計

とするために，アンカーボルトが，おおむ

ね弾性状態にとどまることを確認する評

価方針としていることを踏まえ，「各種合

成構造設計指針・同解説（（社）日本建築学

会，2010 改定）」に基づき算定し，許容限

界として設定する。 

 

b. 止水堰部 

(a) 鋼製板及び芯材 

発生を想定する溢水による静水圧荷重

に対し，構造部材の健全性を維持する設計

とするために，鋼製板及び芯材の構造部材

が，おおむね弾性状態にとどまることを確

認する評価方針としていることを踏まえ，

「鋼構造設計規準-許容応力度設計法-

((社)日本建築学会,2005 改定)」を踏まえ

た短期許容応力度を許容限界として設定

する。 

 

(b) アンカーボルト 

発生を想定する溢水による静水圧荷重

に対し，構造部材の健全性を維持する設計

とするために，アンカーボルトが，おおむ

ね弾性状態にとどまることを確認する評

価方針としていることを踏まえ，「各種合

 

 

 

 

 

 

 

・差異なし 
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合成構造設計指針・同解説（（社）日本建

築学会，2010 改定）」に基づき算定し，許

容限界として設定する。 

 

(3) 溢水伝播防止堰 

溢水伝播防止堰の許容限界は，構造強度設

計上の性能目標及び機能維持の評価方針を踏

まえ評価対象部位ごとに設定する。 

 

a. 鋼製板及び止水板 

発生を想定する溢水による静水圧荷重に

対し，構造部材の健全性を維持する設計と

するために，鋼製板及び止水板が，おおむね

弾性状態にとどまることを確認する評価方

針としていることを踏まえ，「鋼構造設計規

準-許容応力度設計法-((社)日本建築学

会,2005 改定)」を踏まえた短期許容応力度

を許容限界として設定する。 

 

b. コンクリート，アンカー筋及び縦筋  

発生を想定する溢水による静水圧荷重に

対し，構造部材の健全性を維持する設計と

するために，コンクリート，アンカー筋及び

縦筋の構造部材が，おおむね弾性状態にと

どまることを確認する評価方針としている

ことを踏まえ，コンクリートについては「鉄

筋コンクリート構造計算規準・同解説-許容

応力度設計法-」（（社）日本建築学会，1999

年改定）を踏まえた短期許容応力度を許容

限界とし，アンカー筋及び縦筋については

「各種合成構造設計指針・同解説（（社）日

本建築学会，2010 改定）」に基づき算定し，

許容限界として設定する。  

 

 

成構造設計指針・同解説（（社）日本建築学

会，2010 改定）」に基づき算定し，許容限

界として設定する。 

 

(3) 溢水伝播防止堰 

溢水伝播防止堰の許容限界は，構造強度設計

上の性能目標及び機能維持の評価方針を踏ま

え評価対象部位ごとに設定する。 

 

a. 鋼製板，Ｈ形鋼及び止水板 

発生を想定する溢水による静水圧荷重に

対し，構造部材の健全性を維持する設計とす

るために，鋼製板，Ｈ形鋼及び止水板が，お

おむね弾性状態にとどまることを確認する

評価方針としていることを踏まえ，「鋼構造

設計規準-許容応力度設計法-((社)日本建築

学会,2005 改定)」を踏まえた短期許容応力

度を許容限界として設定する。 

 

b. コンクリート及び縦筋  

発生を想定する溢水による静水圧荷重に

対し，構造部材の健全性を維持する設計とす

るために，コンクリート及び縦筋の構造部材

が，おおむね弾性状態にとどまることを確認

する評価方針としていることを踏まえ，「鉄

筋コンクリート構造計算規準・同解説-許容

応力度設計法-（（社）日本建築学会，1999 年

改定）」による短期許容応力度を算定し，許

容限界として設定する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載の適正化 

（Ｈ型鋼追記） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載の適正化 

（アンカー筋を以下 d.へ記載） 
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c. 梁材，柱材及びベースプレート 

発生を想定する溢水による静水圧荷重に 

対し，構造部材の構造健全性を維持する設

計とするために，梁材，柱材及びベースプレ

ートが，おおむね弾性状態にとどまること

を計算により確認する評価方針としている

ことを踏まえ，「鋼構造設計規準-許容応力

度設計法-」（（社）日本建築学会，2005 年改

定）における短期許容応力度を許容限界と

して設定する。 

 

d. アンカーボルト  

発生を想定する溢水による静水圧荷重に

対し，構造部材の健全性を維持する設計と

するために，アンカーボルトが，おおむね弾

性状態にとどまることを計算により確認す

る評価方針としていることを踏まえ，「各種

合成構造設計指針・同解説（（社）日本建築

学会，2010 改定）」に基づき算定し，許容限

界として設定する。 

 

(4) 管理区域外伝播防止堰  

管理区域外伝播防止堰の許容限界は，構造

強度設計上の性能目標及び機能維持の評価方

針を踏まえ評価対象部位ごとに設定する。 

 

a. 鋼製板 

発生を想定する溢水による静水圧荷重に

対し，構造部材の健全性を維持する設計と

するために，鋼製板が，おおむね弾性状態に

とどまることを確認する評価方針としてい

ることを踏まえ，許容限界は，「鋼構造設計

規準-許容応力度設計法-((社)日本建築学

会,2005 改定)」を踏まえた，短期許容応力

度を許容限界として設定する。 

c. 梁材，柱材，枠材及びベースプレート 

発生を想定する溢水による静水圧荷重に 

対し，構造部材の構造健全性を維持する設計

とするために，梁材，柱材及びベースプレー

トが，おおむね弾性状態にとどまることを計

算により確認する評価方針としていること

を踏まえ，「鋼構造設計規準-許容応力度設計

法-（（社）日本建築学会，2005 年改定）」に

おける短期許容応力度を許容限界として設

定する。 

 

d. アンカーボルト及びアンカー筋  

発生を想定する溢水による静水圧荷重に

対し，構造部材の健全性を維持する設計とす

るために，アンカーボルト及びアンカー筋

が，おおむね弾性状態にとどまることを計算

により確認する評価方針としていることを

踏まえ，「各種合成構造設計指針・同解説

（（社）日本建築学会，2010 改定）」に基づき

算定し，許容限界として設定する。 

  

(4) 管理区域外伝播防止堰  

管理区域外伝播防止堰の許容限界は，構造強

度設計上の性能目標及び機能維持の評価方針

を踏まえ評価対象部位ごとに設定する。 

 

a. 鋼製板及び柱 

発生を想定する溢水による静水圧荷重に

対し，構造部材の健全性を維持する設計とす

るために，鋼製板及び柱が，おおむね弾性状

態にとどまることを確認する評価方針とし

ていることを踏まえ，許容限界は，「鋼構造

設計規準-許容応力度設計法-((社)日本建築

学会,2005 改定)」を踏まえた，短期許容応力

度を許容限界として設定する。 

・設工認申請号機の違いによる差異 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載の適正化 

（アンカー筋を上記 b.より記載箇所変更） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設工認申請号機の違いによる差異 
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b. コンクリート，アンカー筋及び縦筋  

発生を想定する溢水による静水圧荷重に

対し，構造部材の健全性を維持する設計と

するために，コンクリート，アンカー筋及び

縦筋の構造部材が，おおむね弾性状態にと

どまることを確認する評価方針としている

ことを踏まえ，コンクリートについては「鉄

筋コンクリート構造計算規準・同解説-許容

応力度設計法-」（（社）日本建築学会，1999

年改定）を踏まえた短期許容応力度を許容

限界とし，アンカー筋及び縦筋については

「各種合成構造設計指針・同解説（（社）日

本建築学会，2010 改定）」に基づき算定し，

許容限界として設定する。  

 

c. アンカーボルト  

 

発生を想定する溢水による静水圧荷重に

対し，構造部材の健全性を維持する設計と

するために，アンカーボルトが，おおむね弾

性状態にとどまることを確認する評価方針

としていることから，許容限界は，「各種合

成構造設計指針・同解説（（社）日本建築学

会，2010 改定）」に基づき算定し，許容限界

として設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

b. コンクリート 

発生を想定する溢水による静水圧荷重に

対し，構造部材の健全性を維持する設計とす

るために，コンクリートの構造部材が，おお

むね弾性状態にとどまることを確認する評

価方針としていることを踏まえ，「鉄筋コン

クリート構造計算規準・同解説-許容応力度

設計法-（（社）日本建築学会，1999 年改定）」

による短期許容応力度を算定し，許容限界と

して設定する。  

 

 

 

 

 

c. アンカーボルト，インサートボルト及びア

ンカー筋 

発生を想定する溢水による静水圧荷重に

対し，構造部材の健全性を維持する設計とす

るために，アンカーボルト，インサートボル

ト及びアンカー筋が，おおむね弾性状態にと

どまることを確認する評価方針としている

ことから，許容限界は，「各種合成構造設計

指針・同解説（（社）日本建築学会，2010 改

定）」に基づき算定し，許容限界として設定

する。 

 

d. ハンドル  

発生を想定する溢水による静水圧荷重に

対し，構造部材の健全性を維持する設計と

するために，ハンドルが，おおむね弾性状

態にとどまることを確認する評価方針とし

ていることから，ハンドルの基本定格荷重

を許容限界として設定する。 

 

 

・記載の適正化 

（アンカー筋を以下ｃ．へ記載） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設工認申請号機の違いによる差異 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設工認申請号機の違いによる差異 
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(5) 床ドレンライン浸水防止治具  

床ドレンライン浸水防止治具の許容限界

は，構造強度設計上の性能目標及び機能維持

の評価方針を踏まえ評価対象部位ごとに設定

する。 

 

a. フロート式治具 

(a) 弁本体及びフロートガイド 

発生を想定する溢水による静水圧荷重

に対し，構造部材の健全性を維持する設

計とするために弁本体及びフロートガイ

ドの構造部材が，おおむね弾性状態にと

どまることを確認する評価方針としてい

ることから，「発電用原子力設備規格 設

計・建設規格（2005 年度版(2007 年追補版

を含む)）＜第Ⅰ編 軽水炉規格＞ ＪＳＭ

Ｅ Ｓ ＮＣ1－2005/2007」（日本機械学

会）に準じた供用状態 Cの許容応力（許容

応力状態ⅢＡＳ）を許容限界として設定す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 床ドレンライン浸水防止治具  

床ドレンライン浸水防止治具の許容限界は，

構造強度設計上の性能目標及び機能維持の評

価方針を踏まえ評価対象部位ごとに設定する。 

 

 

a. フロート式治具 

(a) 弁本体及びフロートガイド 

発生を想定する溢水による静水圧荷重

に対し，構造部材の健全性を維持する設計

とするために弁本体及びフロートガイド

の構造部材が，おおむね弾性状態にとどま

ることを確認する評価方針としているこ

とから，「発電用原子力設備規格 設計・建

設規格（2005 年度版(2007 年追補版を含

む)）＜第Ⅰ編 軽水炉規格＞ ＪＳＭＥ Ｓ 

ＮＣ1－2005/2007（日本機械学会）」に準

じた供用状態 Cの許容応力（許容応力状態

ⅢＡＳ）を許容限界として設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・差異なし 
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(b) フロート及び取付部 

発生を想定する溢水による静水圧荷重

に対し，構造部材の健全性を保持する設

計とするためにフロート及び取付部がお

おむね弾性状態にとどまることを確認す

る評価方針としていることから，水圧試

験で確認した水圧を許容限界として設定

する。 

 

b. スプリング式治具 

(a) 弁本体・ガイド，ばねガイド，弁体 

発生を想定する溢水による静水圧荷重

に対し，構造部材の健全性を保持する設

計とするために弁本体・ガイド，ばねガイ

ド，弁体の構造部材が，おおむね弾性状態

にとどまることを確認する評価方針とし

ていることから，許容限界は，「発電用原

子力設備規格 設計・建設規格（2005 年度

版(2007 年追補版を含む)）＜第Ⅰ編 軽水

炉 規 格 ＞  Ｊ Ｓ Ｍ Ｅ  Ｓ  Ｎ Ｃ 1 －

2005/2007」（日本機械学会）に準じた供用

状態 Cの許容応力（許容応力状態ⅢＡＳ）

を許容限界として設定する。 

 

(b) 弁体，取付部 

発生を想定する溢水による静水圧荷重

に対し，構造部材の健全性を保持する設

計とするために弁体及び取付部がおおむ

ね弾性状態にとどまることを確認する評

価方針としていることから，水圧試験で

確認した水圧を許容限界として設定す

る。 

 

c. 閉止キャップ 

発生を想定する溢水による静水圧荷重に

(b) フロート及び取付部 

発生を想定する溢水による静水圧荷重

に対し，構造部材の健全性を保持する設計

とするためにフロート及び取付部がおお

むね弾性状態にとどまることを確認する

評価方針としていることから，水圧試験で

確認した水圧を許容限界として設定する。 

 

 

b. スプリング式治具 

(a) 弁本体・ガイド，ばねガイド，弁体 

発生を想定する溢水による静水圧荷重

に対し，構造部材の健全性を保持する設計

とするために弁本体・ガイド，ばねガイド，

弁体の構造部材が，おおむね弾性状態にと

どまることを確認する評価方針としてい

ることから，許容限界は，「発電用原子力

設備規格 設計・建設規格（2005 年度版

(2007 年追補版を含む)）＜第Ⅰ編 軽水炉

規格＞ ＪＳＭＥ Ｓ ＮＣ1－2005/2007

（日本機械学会）」に準じた供用状態 C の

許容応力（許容応力状態ⅢＡＳ）を許容限

界として設定する。 

 

(b) 弁体，取付部 

発生を想定する溢水による静水圧荷重

に対し，構造部材の健全性を保持する設計

とするために弁体及び取付部がおおむね

弾性状態にとどまることを確認する評価

方針としていることから，水圧試験で確認

した水圧を許容限界として設定する。 

 

 

c. 閉止キャップ 

発生を想定する溢水による静水圧荷重に

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・差異なし 
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対し，有意な漏えいが生じないことを確認

する評価方針としていることから，水圧試

験で確認した水圧を許容限界として設定す

る。 

 

d. 閉止栓 

発生を想定する溢水による静水圧荷重に

対し，有意な漏えいが生じないことを確認

する評価方針としていることから，水圧試

験で確認した水圧を許容限界として設定す

る。 

 

(6) 貫通部止水処置  

貫通部止水処置の許容限界は，構造強度設

計上の性能目標及び機能維持の評価方針を踏

まえ評価対象部位ごとに設定する。 

a. シール材 

発生を想定する溢水による静水圧荷重に

対し，貫通口と貫通物の隙間に施工するシ

ール材が，有意な漏えいが生じないことを

確認する評価方針としていることから，水

圧試験で確認した水圧を許容限界として設

定する。 

 

b. ブーツ 

発生を想定する溢水による静水圧荷重に

対し，貫通口と貫通物の隙間に施工するブ

ーツが，有意な漏えいが生じないことを確

認する評価方針としていることから，水圧

試験で確認した水圧を許容限界として設定

する。 

 

c. モルタル 

発生を想定する溢水による静水圧荷重に

対し，貫通口と貫通物の隙間に施工するモ

対し，有意な漏えいが生じないことを確認す

る評価方針としていることから，水圧試験で

確認した水圧を許容限界として設定する。 

 

 

d. 閉止栓 

発生を想定する溢水による静水圧荷重に

対し，有意な漏えいが生じないことを確認す

る評価方針としていることから，水圧試験で

確認した水圧を許容限界として設定する。 

 

 

(6) 貫通部止水処置  

貫通部止水処置の許容限界は，構造強度設計

上の性能目標及び機能維持の評価方針を踏ま

え評価対象部位ごとに設定する。 

a. シール材 

発生を想定する溢水による静水圧荷重に

対し，貫通口と貫通物の隙間に施工するシー

ル材が，有意な漏えいが生じないことを確認

する評価方針としていることから，水圧試験

で確認した水圧を許容限界として設定する。 

 

 

b. ブーツ 

発生を想定する溢水による静水圧荷重に

対し，貫通口と貫通物の隙間に施工するブー

ツが，有意な漏えいが生じないことを確認す

る評価方針としていることから，水圧試験で

確認した水圧を許容限界として設定する。 

 

 

c. モルタル 

発生を想定する溢水による静水圧荷重に

対し，貫通口と貫通物の隙間に施工するモル

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・差異なし 
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ルタルが，おおむね弾性状態にとどまるこ

とを確認する評価方針としていることか

ら，許容限界は，「コンクリート標準示方書

［構造性能照査編］」（（社）土木学会，2002

年制定）に基づき算定し，許容付着荷重とし

て設定する。 

 

d. 鉄板 

発生を想定する溢水による静水圧荷重に

対し，貫通口または貫通口と貫通物の隙間

に施工する鉄板が，おおむね弾性状態にと

どまることを確認する評価方針としている

ことから，許容限界は，「発電用原子力設備

規格 設計・建設規格（2005 年度版(2007 年

追補版を含む)）＜第Ⅰ編 軽水炉規格＞ Ｊ

ＳＭＥ Ｓ ＮＣ1－2005/2007」（日本機械学

会）に準じた供用状態 C の許容応力（許容応

力状態ⅢＡＳ）を許容限界として設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

e. フラップゲート 

発生を想定する溢水による静水圧荷重に

対し，空調ダクト開口部に施工するフラッ

プゲートが，おおむね弾性状態にとどまる

ことを確認する評価方針としていることか

ら，水圧試験で確認した水圧を許容限界と

して設定する。 

 

タルが，おおむね弾性状態にとどまることを

確認する評価方針としていることから，許容

限界は，「コンクリート標準示方書［構造性

能照査編］（（社）土木学会，2002 年制定）」

に基づき算定し，許容付着荷重として設定す

る。 

 

d. 鉄板 

発生を想定する溢水による静水圧荷重に

対し，貫通口に施工する鉄板が，おおむね弾

性状態にとどまることを確認する評価方針

としていることから，許容限界は，「発電用

原子力設備規格 設計・建設規格（2005 年度

版(2007 年追補版を含む)）＜第Ⅰ編 軽水炉

規格＞ ＪＳＭＥ Ｓ ＮＣ1－2005/2007（日

本機械学会）」に準じた供用状態 C の許容応

力（許容応力状態ⅢＡＳ）を許容限界として

設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

e. 止水ダンパ 

(a) 止水ダンパ 

発生を想定する溢水による静水圧荷重

に対し，空調ダクト開口部に施工する止水

ダンパが，有意な漏えいが生じないことを

確認する評価方針としていることから，水

圧試験で確認した水圧，以下の値を許容限

界として設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設工認申請号機の違いによる差異 

 

 

 

 

 

・表記上の差異 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設工認申請号機の違いによる差異 

（製品（製造メーカ）の差異） 
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f. ケーブルトレイ金属ボックス 

発生を想定する溢水による静水圧荷重に

対し，貫通口と貫通物の隙間に施工する金

属ボックス及びアンカーボルトが，おおむ

ね弾性状態にとどまることを確認する評価

方針としていることを踏まえ，「発電用原子

力設備規格 設計・建設規格（2005 年版

（2007 年追補含む））ＪＳＭＥ Ｓ ＮＣ１－

2005／2007（（社）日本機械学会）」に準じた

供用状態Cの許容応力（許容応力状態ⅢＡＳ）

を許容限界として設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(b) アンカーボルト  

発生を想定する溢水による静水圧荷重

に対し，構造部材の健全性を維持する設計

とするために，アンカーボルトが，おおむ

ね弾性状態にとどまることを確認する評

価方針としていることを踏まえ，「発電用

原子力設備規格 設計・建設規格（2005 年

版（2007 年追補含む））ＪＳＭＥ Ｓ ＮＣ

１－2005／2007（（社）日本機械学会）」に

準じた供用状態 Cの許容応力（許容応力状

態ⅢＡＳ）を許容限界として設定する。 

 

f. ケーブルトレイ金属ボックス 

(a) 金属ボックス 

発生を想定する溢水による静水圧荷重

に対し，貫通口と貫通物の隙間に施工する

金属ボックスが，有意な漏えいが生じない

ことを確認する評価方針としていること

から，水圧試験で確認した水圧を許容限界

として設定する。 

 (b) アンカーボルト  

発生を想定する溢水による静水圧荷重

に対し，構造部材の健全性を維持する設計

とするために，アンカーボルトが，おおむ

ね弾性状態にとどまることを確認する評

価方針としていることを踏まえ，「発電用

原子力設備規格 設計・建設規格（2005 年

版（2007 年追補含む））ＪＳＭＥ Ｓ ＮＣ

１－2005／2007（（社）日本機械学会）」に

準じた供用状態 Cの許容応力（許容応力状

態ⅢＡＳ）を許容限界として設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設工認申請号機の違いによる差異 

  （プラントメーカーの違いによる，構造差異） 
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表 4－3 施設ごとの評価対象部位の許容限界（1／5） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 4－3 施設ごとの評価対象部位の許容限界（1／6） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・差異なし 
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表 4－3 施設ごとの評価対象部位の許容限界（2／5） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 4－3 施設ごとの評価対象部位の許容限界（2／6） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記載の適正化 

（H 型鋼追記，アンカー筋記載箇所変更） 
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表 4－3 施設ごとの評価対象部位の許容限界(3／5) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 4－3 施設ごとの評価対象部位の許容限界(3／6) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設工認申請号機の違いによる差異 

（構造差異：柱，インサートボルト，ハンドル） 

 

 

記載の適正化 

（アンカー筋記載箇所変更） 
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表 4－3 施設ごとの評価対象部位の許容限界(4／5) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 4－3 施設ごとの評価対象部位の許容限界(4／6) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・差異なし 
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表 4－3 施設ごとの評価対象部位の許容限界(5／5) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 4－3 施設ごとの評価対象部位の許容限界(5／6) 

 

表 4－3 施設ごとの評価対象部位の許容限界(6／6) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設工認申請号機の違いによる差異 

（（製品（製造メーカ）の差異） 

 

 

 

 

 

 

・設工認申請号機の違いによる差異 

  （プラントメーカーの違いによる，構造差異） 
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4.2.2 許容限界設定方法 

(1) モルタルの許容限界式 

a. 記号の定義 

モルタルの許容限界式に用いる記号を，

表 4－4 に示す。 

 

表 4－4 モルタルの許容限界式に用いる記号 

 
 

b. 許容限界式 

「コンクリート標準示方書（構造性能照

査編）」（（社）土木学会，2002 年改定）より，

貫通物がせん断荷重を受ける場合のモルタ

ルの許容付着荷重を求める式を以下に示

す。 

 

4.2.2 許容限界設定方法 

(1) モルタルの許容限界式 

a. 記号の定義 

モルタルの許容限界式に用いる記号を， 

表 4－4 に示す。 

 

表 4－4 モルタルの許容限界式に用いる記号 

 

 

b. 許容限界式 

「コンクリート標準示方書（構造性能照

査編）（（社）土木学会，2002 年制定）」よ

り，貫通物がせん断荷重を受ける場合のモ

ルタルの許容付着荷重を求める式を以下

に示す。 

 

 

 

 

・差異なし 

   

  

 

5. 強度評価方法 

評価手法は，以下に示す解析法により，適用性に留

意の上，規格及び基準類や既往の文献において適用

が妥当とされる手法に基づき実施することを基本と

する。 

・定式化された評価式を用いた解析法 

 

 

 

5. 強度評価方法 

評価手法は，以下に示す解析法により，適用性に留

意の上，規格及び基準類や既往の文献において適用が

妥当とされる手法に基づき実施することを基本とす

る。 

・定式化された評価式を用いた解析法 

 

 

・差異なし 
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5.1 水密扉 

(1) 評価方針 

水密扉の評価を行う場合，以下の条件に従

うものとする。 

 

a. 構造上の特徴，発生を想定する溢水によ

る静水圧荷重の作用方向及び伝達過程を考

慮し，評価部位を設定する。  

b. 荷重及び荷重の組合せは，発生を想定す

る溢水による静水圧荷重を考慮し，評価さ

れる最大荷重を設定する。 

c. 評価に用いる寸法については，公称値と

する。 

 

(2) 評価対象部位 

評価対象部位及び評価内容を表 5－1 に示

す。 

 

表 5－1 評価対象部位及び評価内容 

 
 

 

 

(3) 強度評価方法  

強度計算の方法及び結果については，Ⅴ-

3-別添 3-2-2「水密扉の強度計算書（溢水）」

に示す。 

5.1 水密扉 

(1) 評価方針 

水密扉の評価を行う場合，以下の条件に従う

ものとする。 

  

a. 構造上の特徴，発生を想定する溢水による

静水圧荷重の作用方向及び伝達過程を考慮

し，評価部位を設定する。  

b. 荷重及び荷重の組合せは，発生を想定する

溢水による静水圧荷重を考慮し，評価される

最大荷重を設定する。 

c. 評価に用いる寸法については，公称値とす

る。 

 

(2) 評価対象部位 

評価対象部位及び評価内容を表 5－1 に示

す。 

 

表 5－1 評価対象部位及び評価内容 

 

 

 

 

(3) 強度評価方法  

強度計算の方法及び結果については，Ⅵ-3-

別添 3-2-2「水密扉の強度計算書（溢水）」に

示す。 

 

・差異なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・① 

 

 

 5.2 水密扉付止水堰 

(1) 評価方針 

水密扉止水堰の評価を行う場合，以下の条

件に従うものとする。  

a. 構造上の特徴，発生を想定する溢水によ

る静水圧荷重の作用方向及び伝達過程を考

5.2 水密扉付止水堰 

(1) 評価方針 

水密扉止水堰の評価を行う場合，以下の条件

に従うものとする。  

a. 構造上の特徴，発生を想定する溢水による

静水圧荷重の作用方向及び伝達過程を考慮

 

・差異なし 
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慮し，評価部位を設定する。  

b. 荷重及び荷重の組合せは，発生を想定す

る溢水による静水圧荷重を考慮し，評価さ

れる最大荷重を設定する。  

c. 評価に用いる寸法については，公称値と

する。 

 

(2) 評価対象部位 

評価対象部位及び評価内容を表 5－2 に示

す。 

 

表 5－2 評価対象部位及び評価内容 

 

 

(3) 強度評価方法  

強度計算の方法及び結果については，Ⅴ-

3-別添 3-2-3「水密扉付止水堰の強度計算

書」に示す。 

し，評価部位を設定する。  

b. 荷重及び荷重の組合せは，発生を想定する

溢水による静水圧荷重を考慮し，評価される

最大荷重を設定する。  

c. 評価に用いる寸法については，公称値とす

る。 

 

(2) 評価対象部位 

評価対象部位及び評価内容を表 5－2 に示

す。 

 

表 5－2 評価対象部位及び評価内容 

 

 

(3) 強度評価方法  

強度計算の方法及び結果については，Ⅵ-3-

別添 3-2-3「水密扉付止水堰の強度計算書」

に示す。 

 

 

・差異なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・① 

 5.3 溢水伝播防止堰 

(1) 評価方針 

溢水伝播防止堰の評価を行う場合，以下の

条件に従うものとする。 

a. 構造上の特徴，発生を想定する溢水によ

る静水圧荷重の作用方向及び伝達過程を考

慮し，評価部位を設定する。  

b. 荷重及び荷重の組合せは，発生を想定す

る溢水による静水圧荷重を考慮し，評価さ

れる最大荷重を設定する。  

c. 評価に用いる寸法については，公称値と

5.3 溢水伝播防止堰 

(1) 評価方針 

溢水伝播防止堰の評価を行う場合，以下の条

件に従うものとする。 

a. 構造上の特徴，発生を想定する溢水による

静水圧荷重の作用方向及び伝達過程を考慮

し，評価部位を設定する。  

b. 荷重及び荷重の組合せは，発生を想定する

溢水による静水圧荷重を考慮し，評価される

最大荷重を設定する。  

c. 評価に用いる寸法については，公称値とす

 

・差異なし 
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する。 

 

(2) 評価対象部位 

評価対象部位及び評価内容を表 5－3 に示

す。 

 

表 5－3 評価対象部位及び評価内容 

 

 

 

(3) 強度評価方法 

強度計算の方法及び結果については，Ⅴ-

3-別添 3-2-4「止水堰の強度計算書」に示

す。 

る。 

 

(2) 評価対象部位 

評価対象部位及び評価内容を表 5－3 に示

す。 

 

表 5－3 評価対象部位及び評価内容 

 

 

(3) 強度評価方法 

強度計算の方法及び結果については，Ⅵ-3-

別添 3-2-4「止水堰の強度計算書」に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載の適正化 

（H型鋼，枠材追記） 

 

 

 

 

 

 

 

・① 

  

5.4 管理区域外伝播防止堰 

(1) 評価方針  

管理区域外伝播防止堰の評価を行う場合，

以下の条件に従うものとする。 

a. 構造上の特徴，発生を想定する溢水によ

る静水圧荷重の作用方向及び伝達過程を考

慮し，評価部位を設定する。  

b. 荷重及び荷重の組合せは，発生を想定す

る溢水による静水圧荷重を考慮し，評価さ

れる最大荷重を設定する。  

c. 評価に用いる寸法については，公称値と

する。 

 

 

5.4 管理区域外伝播防止堰 

(1) 評価方針  

管理区域外伝播防止堰の評価を行う場合，以

下の条件に従うものとする。 

a. 構造上の特徴，発生を想定する溢水による

静水圧荷重の作用方向及び伝達過程を考慮

し，評価部位を設定する。  

b. 荷重及び荷重の組合せは，発生を想定する

溢水による静水圧荷重を考慮し，評価される

最大荷重を設定する。  

c. 評価に用いる寸法については，公称値とす

る。 

 

 

 

・差異し 
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(2) 評価対象部位 

評価対象部位及び評価内容を表 5－4 に示

す。 

 

表 5－4 評価対象部位及び評価内容 

 

 

 

(3) 強度評価方法  

強度計算の方法及び結果については，Ⅴ-

3-別添 3-2-4「止水堰の強度計算書」に示

す。 

(2) 評価対象部位 

評価対象部位及び評価内容を表 5－4 に示

す。 

 

表 5－4 評価対象部位及び評価内容 

 

 

(3) 強度評価方法  

強度計算の方法及び結果については，Ⅵ-3-

別添 3-2-4「止水堰の強度計算書」に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

設工認申請号機の違いによる差異 

（構造差異：柱，ハンドル，インサートボルト追記） 

 

 

 

 

 

・① 
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 5.5 床ドレンライン浸水防止治具 

(1) フロート式治具 

a. 評価方針  

フロート式治具の評価を行う場合，以下

の条件に従うものとする。  

(a) 構造上の特徴，発生を想定する溢水に

よる静水圧荷重の作用方向及び伝達過程

を考慮し，評価部位を設定する。  

5.5 床ドレンライン浸水防止治具 

(1) フロート式治具 

a. 評価方針  

フロート式治具の評価を行う場合，以下の

条件に従うものとする。  

(a) 構造上の特徴，発生を想定する溢水によ

る静水圧荷重の作用方向及び伝達過程を

考慮し，評価部位を設定する。  

・差異なし 
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(b) 荷重及び荷重の組合せは，発生を想定

する溢水による静水圧荷重を考慮し，評価

される最大荷重を設定する。  

(c) 評価に用いる寸法については，公称値

とする。  

 

b. 評価部位  

評価部位及び評価内容を表 5.5－1 に示

す。 

 

表 5.5－1 評価部位及び評価内容 

 

 

c. 強度評価方法   

強度計算の方法及び結果については，Ⅴ-

3-別添 3-2-5「床ドレンライン浸水防止治具

の強度計算書（溢水）」に示す。 

 

(2) スプリング式治具 

a. 評価方針  

スプリング式治具の評価を行う場合，以

下の条件に従うものとする。  

(a) 構造上の特徴，発生を想定する溢水に

よる静水圧荷重の作用方向及び伝達過程

を考慮し，評価部位を設定する。  

(b) 荷重及び荷重の組合せは，発生を想定

する溢水による静水圧荷重を考慮し，評価

される最大荷重を設定する。  

(c） 評価に用いる寸法については，公称値と

する。  

 

(b) 荷重及び荷重の組合せは，発生を想定す

る溢水による静水圧荷重を考慮し，評価さ

れる最大荷重を設定する。  

(c) 評価に用いる寸法については，公称値と

する。  

 

b. 評価部位  

評価部位及び評価内容を表 5－5－1 に示

す。 

 

表 5－5－1 評価部位及び評価内容 

 

 

c. 強度評価方法   

強度計算の方法及び結果については，Ⅵ-

3-別添 3-2-5「床ドレンライン浸水防止治具

の強度計算書（溢水）」に示す。 

 

(2) スプリング式治具 

a. 評価方針  

スプリング式治具の評価を行う場合，以下

の条件に従うものとする。  

(a) 構造上の特徴，発生を想定する溢水によ

る静水圧荷重の作用方向及び伝達過程を

考慮し，評価部位を設定する。  

(b) 荷重及び荷重の組合せは，発生を想定す

る溢水による静水圧荷重を考慮し，評価さ

れる最大荷重を設定する。  

(c） 評価に用いる寸法については，公称値と

する。  

 

 

・差異なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・① 
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b. 評価部位  

評価部位及び評価内容を表 5.5－2 に示

す。 

 

表 5.5－2 評価部位及び評価内容 

 

 

c. 強度評価方法   

強度計算の方法及び結果については，Ⅴ-

3-別添 3-2-5「床ドレンライン浸水防止治具

の強度計算書（溢水）」に示す。 

 

(3) 閉止キャップ 

a. 評価方針  

閉止キャップの評価を行う場合，以下の

条件に従うものとする。  

(a) 構造上の特徴，発生を想定する溢水に

よる静水圧荷重の作用方向及び伝達過程

を考慮し，評価部位を設定する。  

(b) 荷重及び荷重の組合せは，発生を想定

する溢水による静水圧荷重を考慮し，評価

される最大荷重を設定する。  

(c） 評価に用いる寸法については，公称値と

する。  

 

b. 評価部位  

評価部位及び評価内容を表 5.5－3 に示

す。 

表 5.5－3 評価部位及び評価内容

 

b. 評価部位  

評価部位及び評価内容を表 5－5－2 に示

す。 

 

表 5－5－2 評価部位及び評価内容 

 

 

c. 強度評価方法   

強度計算の方法及び結果については，Ⅵ-

3-別添 3-2-5「床ドレンライン浸水防止治具

の強度計算書（溢水）」に示す。 

 

(3) 閉止キャップ 

a. 評価方針  

閉止キャップの評価を行う場合，以下の条

件に従うものとする。  

(a) 構造上の特徴，発生を想定する溢水によ

る静水圧荷重の作用方向及び伝達過程を

考慮し，評価部位を設定する。  

(b) 荷重及び荷重の組合せは，発生を想定す

る溢水による静水圧荷重を考慮し，評価さ

れる最大荷重を設定する。  

(c） 評価に用いる寸法については，公称値と

する。  

 

b. 評価部位  

評価部位及び評価内容を表 5－5－3 に示

す。 

表 5－5－3 評価部位及び評価内容 

 

 

・差異なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・① 
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c. 強度評価方法   

強度計算の方法及び結果については，Ⅴ-

3-別添 3-2-5「床ドレンライン浸水防止治具

の強度計算書（溢水）」に示す。 

 

(4) 閉止栓 

a. 評価方針  

閉止栓の評価を行う場合，以下の条件に

従うものとする。  

(a) 構造上の特徴，発生を想定する溢水に

よる静水圧荷重の作用方向及び伝達過程

を考慮し，評価部位を設定する。  

(b) 荷重及び荷重の組合せは，発生を想定

する溢水による静水圧荷重を考慮し，評価

される最大荷重を設定する。  

(c) 評価に用いる寸法については，公称値

とする。  

 

b. 評価部位  

評価部位及び評価内容を表 5.5－4 に示

す。 

 

表 5.5－4 評価部位及び評価内容 

 

 

c. 強度評価方法   

強度計算の方法及び結果については，Ⅴ-

3-別添 3-2-5「床ドレンライン浸水防止治具

の強度計算書（溢水）」に示す。 

 

 

c. 強度評価方法   

強度計算の方法及び結果については，Ⅵ-

3-別添 3-2-5「床ドレンライン浸水防止治具

の強度計算書（溢水）」に示す。 

 

(4) 閉止栓 

a. 評価方針  

閉止栓の評価を行う場合，以下の条件に従

うものとする。  

(a) 構造上の特徴，発生を想定する溢水によ

る静水圧荷重の作用方向及び伝達過程を

考慮し，評価部位を設定する。  

(b) 荷重及び荷重の組合せは，発生を想定す

る溢水による静水圧荷重を考慮し，評価さ

れる最大荷重を設定する。  

(c) 評価に用いる寸法については，公称値と

する。  

 

b. 評価部位  

評価部位及び評価内容を表 5－5－4 に示

す。 

 

表 5－5－4 評価部位及び評価内容 

 

 

c. 強度評価方法   

強度計算の方法及び結果については，Ⅵ-

3-別添 3-2-5「床ドレンライン浸水防止治具

の強度計算書（溢水）」に示す。 
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5.6 貫通部止水処置 

(1) 評価方針  

貫通部止水処置の評価を行う場合，以下の

条件に従うものとする。 

a. 構造上の特徴，発生を想定する溢水によ

る静水圧荷重の作用方向及び伝達過程を考

慮し，評価部位を設定する。 

b. 荷重及び荷重の組合せは，発生を想定す

る溢水による静水圧荷重を考慮し，評価さ

れる最大荷重を設定する。  

c. 評価に用いる寸法については，公称値と

する。 

 

(2) 評価対象部位  

評価対象部位及び評価内容を表 5－6 に示

す。 

 

表 5－6 評価対象部位及び評価内容 

 

 

 

 

(3) 強度評価方法  

強度計算の方法及び結果については，Ⅴ-

3-別添 3-2-6「貫通部止水処置の強度計算書

（溢水）」に示す。 

 

 

5.6 貫通部止水処置 

(1) 評価方針  

貫通部止水処置の評価を行う場合，以下の条

件に従うものとする。 

a. 構造上の特徴，発生を想定する溢水による

静水圧荷重の作用方向及び伝達過程を考慮

し，評価部位を設定する。 

b. 荷重及び荷重の組合せは，発生を想定する

溢水による静水圧荷重を考慮し，評価される

最大荷重を設定する。  

c. 評価に用いる寸法については，公称値とす

る。 

 

(2) 評価対象部位  

評価対象部位及び評価内容を表 5－6 に示

す。 

 

表 5－6 評価対象部位及び評価内容 

 

 

(3) 強度評価方法  

強度計算の方法及び結果については，Ⅵ-3-

別添 3-2-6「貫通部止水処置の強度計算書

（溢水）」に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設工認申請号機の違いによる差異 

（製品（製造メーカ）の差異） 
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6. 適用規格  

適用する規格，基準等を以下に示す。  

 

・コンクリート標準示方書[構造性能照査編]（(社)

土木学会，2002 年制定）  

・鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説-許容応

力度設計法-（(社)日本建築学会， 

1999 年改定）  

・鋼構造設計規準-許容応力度設計法-（(社)日本建

築学会，2005 年改定）  

・各種合成構造設計指針・同解説（(社)日本建築学

会，2010 年改定） 

・原子力発電所耐震設計技術指針 ＪＥＡＧ４６

０１-1987 ((社)日本電気協会）  

・原子力発電所耐震設計技術指針 重要度分類・許

容応力編 ＪＥＡＧ４６０１・補－1984（(社)日

本電気協会）  

・原子力発電所耐震設計技術指針 ＪＥＡＧ４６

０１－1991 追補版（(社)日本電気協会）  

・発電用原子力設備規格 設計・建設規格(2005 年

版(2007 年追補版を含む。))ＪＳＭＥＳ ＮＣ１

－2005/2007 (日本機械学会) 

・建築基準法・同施行令  

・日本工業規格（ＪＩＳ） 

・機械工学便覧（日本機械学会） 

 

6. 適用規格  

適用する規格，基準等を以下に示す。  

 

・コンクリート標準示方書[構造性能照査編]（(社)

土木学会，2002 年制定）  

・鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説-許容応

力度設計法-（(社)日本建築学会， 

1999 年改定）  

・鋼構造設計規準-許容応力度設計法-（(社)日本建

築学会，2005 年改定）  

・各種合成構造設計指針・同解説（(社)日本建築学

会，2010 年改定） 

・原子力発電所耐震設計技術指針 ＪＥＡＧ４６

０１-1987 ((社)日本電気協会）  

・原子力発電所耐震設計技術指針 重要度分類・許

容応力編 ＪＥＡＧ４６０１・補－1984（(社)日

本電気協会）  

・原子力発電所耐震設計技術指針 ＪＥＡＧ４６

０１－1991 追補版（(社)日本電気協会）  

・発電用原子力設備規格 設計・建設規格(2005 年版

(2007 年追補版を含む。))ＪＳＭＥ 

Ｓ ＮＣ１－2005/2007 (日本機械学会) 

・建築基準法・同施行令  

・日本産業規格（ＪＩＳ） 

・機械工学便覧（日本機械学会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載の適正化 

 

 
   




